


広報うだ　2

第
１
回
臨
時
議
会

議
長
に
小
林
一
三
氏
、
副
議
長
に
大
澤
正
昭
氏

さ
わ
や
か
な
初
夏
の
季
節

と
な
り
、
皆
さ
ま
方
に
は
、

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま

し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
去
る
５
月
８

日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に

よ
り
、
議
長
、
副
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

市
政
の
難
問
が
山
積
す
る

中
で
、
市
議
会
の
運
営
と
い

う
重
責
を
担
う
こ
と
と
な

り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
お
り
ま
す
が
、
市
議
会
に

対
す
る
市
民
の
皆
様
の
負
託

に
応
え
る
た
め
、
一
生
懸
命

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

さ
て
近
年
で
は
、
本
格
的

な
地
方
主
権
社
会
を
迎
え
、

市
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割

は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、

市
民
生
活
を
支
え
る
行
政
運

営
の
上
で
、
そ
の
地
域
自
治

体
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る
政
策

の
執
行
が
可
能
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
市
議
会
の
責
務
や

役
割
も
よ
り
一
層
重
く
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
ま
さ
に
、
市
議
会
が
、

政
策
の
意
思
決
定
を
行
う
場

で
あ
る
こ
と
を
、
議
員
一
人

ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と
認
識

し
た
う
え
で
、
市
議
会
の
政

策
形
成
機
能
の
充
実
と
、
監

視
機
能
の
強
化
に
取
り
組
む

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
市
議
会
は
、
平

成
２４
年
度
が
奈
良
県
市
議
会

議
長
会
の
会
長
市
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
奈
良
県
の
情
報
発

信
は
も
と
よ
り
、
更
な
る
市

の
発
展
を
目
指
し
て
、
市
議

会
の
公
平
・
公
正
か
つ
円
滑

な
運
営
に
全
力
で
取
り
組

み
、
市
民
の
皆
様
に
対
し
て

「
開
か
れ
た
市
議
会
」
と
な

る
よ
う
、
迅
速
か
つ
わ
か
り

や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

議
　
長

小
林
一
三

副
議
長

大
澤
正
昭

監
査
委
員

橋
重
明

◎
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

山
本
新
悟

副
委
員
長

勝
井
太
郎

委
員

高
見
省
次
、
井
谷
憲
司
、

多
田
與
四
朗
、
山
本
繁
博

◎
常
任
委
員
会

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

委
員
長

多
田
與
四
朗

副
委
員
長

勝
井
太
郎

委
員

堀
田
米
造
、
峠
谷
安
寛
、

小
林
一
三

【
福
祉
厚
生
常
任
委
員
会
】

委
員
長

井
谷
憲
司

副
委
員
長

高
見
省
次

委
員

大
澤
正
昭
、
井
戸
本
進
、

橋
重
明

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

委
員
長

山
本
繁
博

副
委
員
長

山
本
良
治

委
員

上
田

、
中
山
一
夫
、

山
本
新
悟

◎
特
別
委
員
会

【
市
立
病
院
建
設
・
運
営
特
別
委

員
会
】

委
員
長

中
山
一
夫

副
委
員
長

橋
重
明

委
員

勝
井
太
郎
、
高
見
省
次
、

堀
田
米
造
、
井
谷
憲
司
、

山
本
良
治
、
大
澤
正
昭
、

井
戸
本
進
、
山
本
繁
博

【
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
】

委
員
長

高
見
省
次

副
委
員
長

多
田
與
四
朗

委
員

勝
井
太
郎
、
堀
田
米
造
、

山
本
良
治
、
大
澤
正
昭
、

山
本
新
悟
、
小
林
一
三

【
予
算
審
査
特
別
委
員
会
】

委
員
長

堀
田
米
造

副
委
員
長

山
本
繁
博

委
員

勝
井
太
郎
、
高
見
省
次
、

上
田

、
山
本
良
治
、

大
澤
正
昭
、多
田
與
四
朗
、

橋
重
明

【
議
会
改
革
特
別
委
員
会
】

委
員
長

勝
井
太
郎

副
委
員
長

井
谷
憲
司

委
員

高
見
省
次
、
堀
田
米
造
、

峠
谷
安
寛
、
井
戸
本
進
、

中
山
一
夫
、

橋
重
明

小
林
一
三
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第1回
定例会

宇
陀
市
議
会
だ
よ
り

平
成
２４
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
６
日
か
ら
２８
日
ま
で
の

２３
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
で
は
、
平
成
２４
年
度
の
当
初
予
算
、
条
例
の
制

定
及
び
一
部
改
正
な
ど
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
の
審
議
の
結
果
、
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
主
な
審
議
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
平
成
２３
年
度
補
正
予
算
】

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
平
成

２３
年
度
の
各
事
業
費
の
決
定
及

び
執
行
経
費
の
節
減
効
果
に
よ

る
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
福
祉

関
連
は
子
ど
も
手
当
支
給
額
の

決
定
に
よ
る
減
額
、
生
活
保
護

費
の
減
額
、
障
が
い
者
関
係
の

各
種
扶
助
費
の
利
用
者
増
に
伴

う
増
額
な
ど
で
す
。

事
業
関
連
は
、
県
の
ア
ニ
マ

ル
パ
ー
ク
関
連
事
業
の
岩
室
・

小
附
本
線
、
西
峠
山
辺
三
線
な

ど
の
道
路
改
良
工
事
、
公
共
土

木
災
害
復
旧
工
事
や
農
地
農
業

用
施
設
災
害
復
旧
工
事
の
事
業

◆
予
　
算
　
関
　
係
◆

費
決
定
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３

７，
２
０
３
千
円
を
減
額
し
、
補

正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
８，
５
４
１，

７
３
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
年
度
内
の
完
了
が

困
難
な
大
宇
陀
小
学
校
整
備
事

業
の
ほ
か
８
件
、
９
０
０，
１
２

３
千
円
を
翌
年
度
へ
の
繰
越
明

許
費
と
し
て
計
上
し
ま
し
た
。

◆
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
貸
付

金
の
回
収
を
行
っ
て
い
る
奈
良

県
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
回

収
管
理
組
合
が
資
金
の
借
り
受

け
人
の
破
産
な
ど
に
よ
っ
て
回

収
不
能
と
判
断
し
た
金
額
に
つ

い
て
、
回
収
不
能
額
の
４
分
の

３
を
国
・
県
補
助
金
と
し
て
受

け
入
れ
、
残
り
の
４
分
の
１
を

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
精

算
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
は
そ
れ
ぞ
れ
５，
９

９
４
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後

の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
そ
れ

ぞ
れ
４
４
６，
９
１
６
千
円
と
し

ま
し
た
。

◆
歯
科
診
療
所
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
歯
科

診
療
所
の
患
者
数
増
加
に
伴

い
、
歯
科
医
療
用
の
医
薬
品
、

医
療
用
の
消
耗
器
材
の
使
用
量

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
医
薬

品
及
び
消
耗
器
材
費
を
確
保
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
は
そ
れ
ぞ
れ
３
０

０
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
そ
れ
ぞ

れ
３
２，
２
９
９
千
円
と
し
ま
し

た
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
経
費

の
縮
減
、
委
託
料
及
び
工
事
請

負
費
の
入
札
執
行
に
よ
る
額
の

確
定
ま
た
は
財
源
内
訳
の
確

定
、
市
債
償
還
利
子
等
の
確
定

に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
総
務
管

理
費
、
施
設
整
備
費
、
公
債
費

の
減
額
で
す
。
歳
入
で
は
、
国

庫
補
助
金
、
県
支
出
金
、
繰
入

金
、
雑
入
、
市
債
の
減
額
、
繰

越
金
の
増
額
で
す
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
１，
５

４
２
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後

の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
７
２

９，
５
５
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
委
託

料
及
び
工
事
請
負
費
の
入
札
執

行
に
よ
る
額
の
確
定
ま
た
は
財

源
内
訳
の
確
定
、
市
債
償
還
利

子
等
の
確
定
に
よ
る
も
の
で

す
。歳

出
で
は
、
公
共
下
水
道
建

設
費
、
公
債
費
の
減
額
で
す
。

歳
入
で
は
、
国
庫
補
助
金
、
繰

入
金
、
市
債
の
減
額
、
繰
越
金

の
増
額
で
す
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
８，
２

６
４
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後

の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
８
５

６，
６
３
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業

の
山
路
配
水
池
系
区
域
の
工
事

完
了
に
伴
う
精
算
設
計
及
び
、

宇
陀
市
第
５
ブ
ラ
ン
チ
建
設
に

伴
う
水
道
管
移
設
業
務
委
託
等

を
職
員
に
よ
る
業
務
施
工
と
し

た
こ
と
に
よ
る
減
額
補
正
を
行

い
ま
し
た
。

補
正
の
概
要
は
資
本
的
収
入

の
減
額
で
、
補
正
後
の
予
算
額

は
１
３
９，
２
１
２
千
円
と
な
り
、

一
方
、
資
本
的
支
出
で
２
６，
５

４
９
千
円
の
減
額
で
補
正
後
の

予
算
額
は
２
７
２，
４
５
１
千
円

と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
２４
年
度
当
初
予
算
◎

平
成
２４
年
度
宇
陀
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
予
算
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の

審
議
を
行
う
た
め
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
９
名
の
委
員
構

成
で
、
３
月
２１
日
か
ら
２
日
間
、

委
員
会
を
開
催
し
て
審
議
し
ま

し
た
。

３
月
２８
日
の
本
議
会
で
、
予

算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
に

よ
る
審
査
結
果
の
報
告
の
後
、

平
成
２４
年
度
各
会
計
予
算
に
つ

い
て
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。
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◆
人
事
関
係
◆

◆
条
例
・
規
則
の
改
正
な
ど
◆

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後

任
の
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

中
尾
哲
夫
氏
（
榛
原
澤
）

◆
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後

任
の
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

峯
山
久
恵
氏
（
菟
田
野
岩
端
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

平
成
２４
年
３
月
２８
日
に
任
期

満
了
に
な
る
４
名
の
委
員
に
つ

い
て
、
次
の
方
々
を
委
員
と
し

て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

辻
本
勝
次
氏
（
大
宇
陀
野
依
）

白
井
良
彦
氏
（
菟
田
野
上
芳
野
）

中
森
敏
雄
氏
（
榛
原
内
牧
）

大
東
美
智
子
氏
（
室
生
西
谷
）

◆
宇
陀
市
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
・
宇
陀
市
病

院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
・
宇
陀
市
介
護
老
人
保

健
施
設
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
・
宇
陀
市
営
住
宅

条
例
・
宇
陀
市
公
民
館
条

例
・
宇
陀
市
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

こ
れ
ら
６
条
例
に
つ
い
て
、

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
（
平
成
２３
年
５

月
２
日
公
布
）
及
び
地
域
の
自

主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た

め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
（
平
成
２３
年
８
月
３０
日
公

布
）
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
各
条
例
の
関

連
す
る
所
要
の
改
定
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
条
例
は
、
平
成
２４

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◆
宇
陀
市
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

経
済
社
会
の
構
造
の
変
化
に

対
応
し
た
税
制
の
構
築
を
図
る

た
め
の
地
方
税
法
及
び
地
方
法

人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措

置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
２３
年
法
律
第
１
１
５

号
）、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
に
関
し
地
方
公
共
団
体
が

実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策

に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る

地
方
税
の
随
時
特
例
に
関
す
る

法
律
（
平
成
２３
年
法
律
第
１
１

８
号
）、
地
方
税
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成

２３
年
政
令
第
３
８
６
号
及
び
地

方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
（
平
成
２３
年
総
務

省
令
第
１
５
６
号
）
が
平
成
２３

年
１２
月
２
日
に
、
地
方
税
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

２３
年
法
律
第
１
２
０
号
）、
地

方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
（
平
成
２３
年
政
令
第

３
９
２
号
）
及
び
地
方
税
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（
平
成
２３
年
総
務
省
令
第
１

６
１
号
）
が
平
成
２３
年
１２
月
１４

日
に
そ
れ
ぞ
れ
公
布
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
則
と
し
て
同
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
宇

陀
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

〈
主
な
改
正
内
容
〉

①
た
ば
こ
税
率
及
び
特
例
の
改
正

・
旧
３
級
品
以
外
・
１
０
０
０

本
に
つ
き
４,
６
１
８
円
か
ら
５,

２
６
２
円
に
引
き
上
げ
る
。

・
旧
３
級
品
・
１
０
０
０
本
に

つ
き
２,
１
９
０
円
か
ら
２,
４

９
５
円
に
引
き
上
げ
る
。

②
市
民
税
の
分
離
課
税
に
係
る

所
得
割
額
特
例
の
廃
止

・
１０
％
税
額
控
除
を
廃
止
す

る
。

③
東
日
本
大
震
災
に
係
る
雑
損

控
除
額
等
の
特
例
の
改
正

・
「
特
例
損
失
金
額
」
を
「
損

失
対
象
金
額
」
に
改
め
、
損
失

対
象
期
間
を
延
長
す
る
。

④
個
人
市
民
税
の
税
率
の
特
例

等
の
改
正

・
市
民
税
均
等
割
の
税
率
を
５

０
０
円
加
算
す
る
。

こ
の
条
例
は
、
一
部
の
規
定

を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

し
ま
す
。

◆
宇
陀
市
大
宇
陀
歴
史
文
化
館

「
薬
の
館
」
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

現
行
、
宇
陀
市
大
宇
陀
歴
史

文
化
館
「
薬
の
館
」
の
み
で
す

が
、
今
回
「
旧
旅
籠
あ
ぶ
ら
や
」

を
追
加
し
、
こ
れ
ら
を
宇
陀
市

歴
史
文
化
館
と
総
称
す
る
た

め
、
宇
陀
市
歴
史
文
化
館
条
例

と
し
、
関
係
条
文
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

名
称

宇
陀
市
歴
史
文
化
館

「
旧
旅
籠
あ
ぶ
ら
や
」

位
置

宇
陀
市
榛
原
萩
原
２
６

７
２
番
地

こ
の
条
例
は
、
平
成
２４
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◆
宇
陀
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

介
護
保
険
法
第
１
１
７
条
の

規
定
に
基
づ
き
、「
市
町
村
介

護
保
険
事
業
計
画
」
が
１
期
３

ヵ
年
度
ご
と
に
見
直
し
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
条
例
の

一
部
改
正
は
、「
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
介
護

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
２３
年
法
律
第
７２

号
）」
が
平
成
２４
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
介
護
保
険
法
第
１
２
９
条

に
規
定
さ
れ
る
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
、
平
成
２４
年
度
か
ら
平

成
２６
年
度
ま
で
の
介
護
給
付
費

総
額
見
込
な
ど
を
算
定
し
、
現

在
の
介
護
保
険
料
率
を
改
正
し

ま
し
た
。
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平
成
２４
年
度
予
算
に
お

け
る
重
要
事
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

平
成
２４
年
度
の
当
初
予

算
の
骨
格
は
、
地
域
の

元
気
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

子
ど
も
未
来
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
考
え
方
、
市
民
安
心

安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
産
業

振
興
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
共
に
考
え
行
動
す
る

「
協
働
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
改

革
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い

う
形
で
考
え
て
い
る
。
市
の

諸
課
題
で
あ
る
、
人
口
減
少

と
少
子
高
齢
化
の
中
で
、
地

域
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は

非
常
に
厳
し
い
中
で
、
地
域

の
産
業
を
何
と
か
興
し
て
い

き
た
い
、
創
造
し
た
い
と
い

う
思
い
で
予
算
編
成
を
行
っ

た
。
宇
陀
市
の
元
気
は
、
人
、

物
、
資
金
が
市
内
で
活
発
に

動
く
と
い
う
こ
と
が
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、

行
政
の
主
導
型
で
は
な
く
、

市
民
の
皆
様
、
事
業
家
の

方
々
が
し
っ
か
り
活
躍
・
活

動
で
き
る
ス
テ
ー
ジ
を
行
政

が
整
え
て
い
く
よ
う
な
、
宇

陀
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作

成
し
て
い
き
た
い
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
策
定
の
支
援
を

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
自
然
災

害
や
大
火
災
な
ど
の
緊

急
時
に
、
事
業
資
産
の
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
つ
つ
、

そ
の
企
業
の
中
核
を
な
す
事

業
の
継
続
や
早
期
復
旧
が
で

き
る
よ
う
、
事
前
に
そ
の
方

法
や
手
段
な
ど
を
決
め
て
お

く
計
画
の
こ
と
で
あ
る
。
昨

年
３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の

企
業
が
地
震
や
大
津
波
に
よ

り
被
災
を
さ
れ
１
年
が
経
過

し
た
が
、
近
い
将
来
、
発
生

が
予
想
さ
れ
る
東
海
、
東
南

海
、
南
海
地
震
で
も
、
多
く

の
被
害
が
予
想
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
市
内
の
各
企

業
や
事
業
所
で
も
、
こ
の
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
策
定
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
。
な
お
、(

財)

奈
良
県

中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
相
談
窓
口
の
開
設
や
各

種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
開
催
さ

れ
て
い
る
の
で
、
今
後
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、

商
工
会
等
と
連
携
を
し
な
が

ら
周
知
を
し
て
い
き
た
い
。

救
急
指
定
病
院
で
の
一

般
患
者
及
び
救
急
患
者

に
つ
い
て

救
急
患
者
の
受
け
入
れ

に
関
す
る
こ
と
は
、
市

立
病
院
の
大
変
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

昨
年
よ
り
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
毎
日
救
急
患
者

に
関
す
る
日
報
を
作
成
し
、

そ
の
状
況
把
握
に
努
め
救
急

業
務
の
受
け
入
れ
の
可
否
に

係
る
検
証
を
行
い
、
さ
ら
に
、

担
当
医
師
に
確
認
を
行
う
な

ど
医
師
個
々
の
自
覚
を
求
め

て
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
向

上
に
、
現
在
も
鋭
意
努
力
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

確
実
に
救
急
の
受
入
率
の
向

5 広報うだ　2012.6

◆
そ
の
他
◆

◆
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解

す
る
こ
と

平
成
２３
年
１１
月
１７
日
午
前
８

時
４５
分
頃
発
生
の
、
室
生
西
谷

２
８
６
番
地
の
西
谷
地
区
公
民

館
付
近
市
道
サ
コ
ゲ
線
に
お
い

て
職
員
が
起
こ
し
た
事
故
に
つ

い
て
、
相
手
方
と
和
解
し
損
害

賠
償
額
を
決
定
し
ま
し
た
。

◆
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

次
の
２
線
に
つ
い
て
、
道
路

認
定
し
ま
し
た
。

上
笠
間
線

室
生
上
笠
間
２
９
５
２
番
１

先
か
ら
、
室
生
上
笠
間
３
０
１

４
番
１
先
を
起
・
終
点
と
す

る
、
延
長
５
７
６
・
８
ｍ

田
口
元
角
川
線

室
生
田
口
元
角
川
１
８
７
０

番
１
先
か
ら
、
室
生
田
口
元
角

川
２
０
７
０
番
１
先
を
起
・
終

点
と
す
る
、
延
長
５
４
２
・
４
ｍ

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ

い
て大

宇
陀
小
学
校
の
建
設
工
事

に
お
い
て
、
そ
の
用
地
に
鋳
鉄

ス
ラ
グ
な
ど
の
、
産
業
廃
棄
物

が
埋
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判

り
、
そ
の
処
分
等
に
か
か
る
費

用
と
期
間
に
つ
い
て
、「
大
宇

陀
小
学
校
建
設
（
一
期
）」
に

係
る
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契

約
の
た
め
の
議
決
を
行
い
ま
し

た
。

工
事
請
負
金
額

１
億
３,
２
２

４
万
５
４
０
０
円
追
加
し
、
総

額
、
１
３
億
９,
３
１
７
万
４
６

５
０
円
に
変
更

契
約
工
期

平
成
２４
年
１２
月
２８

日
か
ら
平
成
２５
年
３
月
８
日
に

変
更

◆
公
の
施
設
の

指
定
管
理
に
つ
い
て
◆

次
の
施
設
を
地
元
地
域
に
指

定
管
理
し
ま
し
た
。

公
の
施
設
名

宇
太
地
区
公
民
館

公
の
施
設
の
所
在
地

宇
陀
市
菟
田
野
古
市
場
２
７

１
番
地

指
定
管
理
者

古
市
場
自
治
会

指
定
の
期
間

平
成
２４
年
４
月

１
日
〜
平
成
２６
年
３
月
３１
日

紙
面
の
都
合
上
、
質
問
、
回
答
の
趣
旨
に
つ
い
て
の
み
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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上
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
と
も
、
救
急
患
者
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
、
少
し
で

も
受
け
入
れ
が
促
進
さ
れ
る

よ
う
院
内
で
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
医
師

確
保
に
向
け
て
努
力
し
て
い

く
。

武
道
の
指
導
体
制
に
つ

い
て

市
で
は
、
中
学
校
の
指

導
体
制
に
つ
い
て
生
徒

の
安
全
を
特
に
留
意
し
、
学

年
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
指

導
計
画
を
立
て
指
導
し
て
い

る
。市

内
各
中
学
校
の
保
健
体

育
担
当
教
員
は
、
武
道
の
必

修
化
に
向
け
指
導
者
講
習
会

等
で
研
修
を
受
け
、
安
全
で

充
実
し
た
指
導
が
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
し
て
い
る
。
市

内
各
中
学
校
の
実
施
種
目
は

４
校
す
べ
て
剣
道
を
選
択
し

て
い
る
。

今
後
は
さ
ら
に
武
道
、
ダ

ン
ス
の
指
導
を
充
実
さ
せ
、

地
域
の
指
導
者
と
の
連
携
、

活
用
を
視
野
に
入
れ
た
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、

市
総
合
体
育
館
格
技
場
で
の

畳
の
常
設
を
行
い
、
中
学
校

で
経
験
し
た
武
道
に
興
味
や

関
心
を
持
っ
た
生
徒
た
ち
が
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
武
道
に
親

し
め
る
よ
う
な
学
習
環
境
の

整
備
を
進
め
て
い
く
。

増
え
る
定
住
ニ
ー
ズ
に

即
応
で
き
る
「
空
き
家

情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
ど

う
作
っ
て
い
く
か

人
口
減
少
が
進
ん
で
い

る
課
題
が
あ
り
、
そ
の

解
消
に
む
け
て
本
市
へ
の
定

住
促
進
を
図
る
た
め
、
昨
年

５
月
か
ら
「
空
き
家
情
報
バ

ン
ク
　
宇
陀
で
四
季
を
感
じ

て
暮
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
い
う
チ
ラ
シ
を
作
成
し
啓

発
し
て
い
る
。

昨
年
開
始
よ
り
１０
カ
月
間

で
登
録
さ
れ
た
物
件
は
３１
件

（
内
１１
件
成
約
）
で
、
残
り
２０

件
も
宇
陀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
宣
伝
し
て
い
る
。

チ
ラ
シ
配
布
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
各
公
共
施
設
、
近
鉄

京
都
、
鶴
橋
・
難
波
駅
構
内

に
有
料
で
備
え
付
け
る
な
ど

試
験
的
に
行
っ
て
お
り
、
ま

た
、
全
国
で
地
震
風
雨
災
害

に
て
被
災
さ
れ
た
方
の
受
け

入
れ
を
進
め
、
少
し
で
も
多

く
の
空
き
家
解
消
に
な
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
。

林
業
の
再
興
に
向
け
て
、

新
制
度
を
ど
う
活
用
し

て
い
く
か

宇
陀
市
の
林
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
非
常
に
厳

し
く
、
担
い
手
不
足
や
高
齢

化
に
伴
う
施
業
不
足
と
、
依

然
と
続
く
木
材
価
格
の
低
迷

に
よ
り
荒
廃
が
進
ん
で
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
国
で
は
、

こ
の
低
迷
を
打
開
す
べ
く
森

林
法
が
改
正
さ
れ
、
従
来
の

森
林
施
業
計
画
か
ら
森
林
経

営
計
画
制
度
に
移
行
し
、
林

業
経
営
を
営
む
方
に
集
中
的

な
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
改
正
に
伴
い
、

林
業
従
事
者
は
よ
り
一
層
、

経
営
的
視
点
を
持
っ
た
長
期

計
画
の
策
定
が
必
要
と
な
っ

た
が
、
７３
％
が
１
ｈ
ａ
か
ら
５

ｈ
ａ
の
小
規
模
林
家
で
構
成
さ

れ
る
宇
陀
市
で
は
、
森
林
の

面
的
な
集
約
化
を
図
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
は
、
市
内
の

森
林
組
合
や
意
欲
あ
る
林
業

家
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

各
種
講
習
会
な
ど
で
の
制
度

説
明
な
ど
の
情
報
提
供
を
通

し
て
、
森
林
所
有
者
の
知
識

や
技
術
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

宇
陀
市
の
特
色
を
生
か

し
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
」

の
し
く
み
づ
く
り
と
は

〜
お
年
寄
り
の
孤
独
死
を

ど
う
防
ぐ
の
か
〜

平
成
２３
年
６
月
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化

の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成

立
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
実
現
に
向
け
た
さ
ま

ざ
ま
な
改
正
が
行
わ
れ
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、

高
齢
者
が
地
域
で
自
立
し
た

生
活
を
営
め
る
よ
う
、
医
療
、

介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、
生

活
支
援
と
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ

目
な
く
提
供
さ
れ
る
シ
ス
テ

ム
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
で
あ
る
。

特
に
六
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
医
療
と
介
護
の
連
携
の
強

化
、
②
介
護
人
材
の
確
保
と

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
③

高
齢
者
の
住
ま
い
の
整
備
、

④
認
知
症
対
策
の
推
進
、
⑤

保
険
者
に
よ
る
主
体
的
な
取

り
組
み
の
推
進
、
⑥
保
険
料

の
上
昇
の
緩
和
と
い
う
ポ
イ

ン
ト
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

市
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

と
協
議
・
調
整
の
上
、
検
討

を
行
っ
て
い
く
。

宇
陀
市
水
道
使
用
料
金

の
統
一
と
値
下
げ
に
つ

い
て

水
道
料
金
は
、
旧
町
村

の
建
設
時
の
事
業
財
源

の
違
い
や
水
源
の
相
違
、
ま

た
建
設
費
の
多
寡
、
事
業
内

容
の
違
い
、
さ
ら
に
事
業
完

了
後
の
経
営
の
効
率
化
等
の

理
由
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
主
体
、
給
水
区
域
に
お

い
て
料
金
に
格
差
が
生
じ
て

お
り
、
合
併
後
６
年
が
経
過

し
て
も
統
一
さ
れ
な
い
ま
ま

の
状
況
で
は
、
多
く
の
市
民

の
皆
様
に
公
平
性
、
同
一
サ

ー
ビ
ス
、
同
一
料
金
が
基
本

と
い
う
観
点
か
ら
理
解
を
得

ら
れ
な
い
と
考
え
て
お
り
、

広報うだ　6
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ま
た
今
後
の
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
等
の
影
響
を
受
け

て
、
水
需
要
の
減
少
に
伴
う

収
益
の
落
ち
込
み
も
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
水
道
事
業

運
営
協
議
会
に
お
い
て
水
道

料
金
の
統
一
に
つ
い
て
審
議

を
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は

一
市
一
事
業
へ
の
経
営
統
合

を
目
指
し
て
事
務
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

宇
陀
市
の
新
規
事
業
及

び
主
要
施
策
の
検
証
と

今
後
の
市
政
に
つ
い
て

市
の
諸
課
題
の
解
決
に

む
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

政
策
展
開
を
行
っ
て
き
た
。

市
民
の
自
主
的
な
参
加
を
パ

ワ
ー
と
す
る
協
同
参
画
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
等
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
支
援
課
を
設
置

し
て
そ
の
実
施
を
行
っ
た
。

ま
た
、
地
域
自
治
区
制
度
と

地
域
協
議
会
を
廃
止
し
た
こ

と
か
ら
、
今
後
の
地
域
行
政

を
よ
り
良
く
運
営
す
る
為
に
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
設
置

す
る
必
要
性
を
認
識
し
、
そ

の
設
立
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
行
政
改
革
の
推
進
に
よ

り
、
職
員
数
の
削
減
や
、
経

費
の
削
減
な
ど
に
努
め
、
更

な
る
推
進
を
進
め
て
い
る
。

総
合
計
画
に
つ
い
て
、
事
業

の
選
択
と
集
中
の
理
念
に
よ

り
、
主
要
施
策
や
事
業
を
十

分
に
検
証
し
、
優
先
す
べ
き

事
業
は
具
体
的
に
盛
り
込
み
、

将
来
へ
の
展
望
と
な
る
も
の

は
、
そ
の
方
針
と
な
る
目
標

を
掲
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
産
業
振
興
に
つ
い

て
、
産
業
振
興
会
議
で
議
論

し
て
き
た
内
容
の
提
言
を
今

年
夏
に
受
け
、
県
の
東
部
振

興
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
連
携
し
、「
高
原
の
文
化
都

市
、
四
季
の
風
香
る
宇
陀
市
」

を
最
大
限
に
活
用
し
、
宇
陀

市
の
産
業
振
興
の
推
進
を
目

指
し
て
い
く
。

総
合
こ
ど
も
園
と
菟
田

野
保
育
所
に
つ
い
て

政
府
は
待
機
児
童
を
解

消
す
る
た
め
に
、
保
育

所
と
幼
稚
園
の
機
能
を
一
体

化
さ
せ
た
（
仮
称
）
総
合
こ

ど
も
園
を
創
設
す
る
こ
と
を

柱
と
し
て
、
新
た
な
子
育
て

支
援
策
を
決
定
し
、
必
要
な

法
案
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

平
成
２３
年
度
、
宇
陀
市
の
出

生
者
数
の
見
込
み
は
市
内
で

は
約
１
６
０
名
、
そ
の
う
ち

菟
田
野
地
域
で
は
約
２２
名
前

後
と
な
っ
て
い
る
。
宇
陀
市

は
国
の
進
め
る
政
策
の
流
れ

に
沿
っ
て
、
現
行
の
幼
保
一

体
化
保
育
か
ら
総
合
こ
ど
も

園
と
し
て
の
運
営
計
画
に
移

行
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後

は
、（
仮
称
）
市
町
村
新
シ
ス

テ
ム
事
業
計
画
を
策
定
す
る

に
当
た
り
、
子
育
て
の
当
事

者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
も
の

と
す
る
た
め
に
、
そ
の
あ
ら

ゆ
る
関
係
者
と
の
構
成
に
よ

る
委
員
会
等
を
立
ち
上
げ
、

子
育
て
支
援
政
策
プ
ロ
セ
ス

に
参
画
・
関
与
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
を
つ
く
り
、
総
合

こ
ど
も
園
の
あ
り
方
、
市
内

保
育
所
・
幼
稚
園
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
関
係
当
事
者
の

意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
措

置
を
講
じ
て
、
基
本
計
画
の

策
定
を
図
り
、
総
合
的
な
計

画
を
進
め
て
い
く
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を

活
用
し
た
広
報
広
聴
宣

伝
に
つ
い
て

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

を
利
用
し
て
、
市
の
情

報
発
信
に
大
き
な
効
果
を
得

て
い
る
事
例
に
つ
い
て
多
く

聞
い
て
い
る
。
し
か
し
、
現

状
に
お
い
て
も
、
そ
の
シ
ス

テ
ム
の
導
入
の
リ
ス
ク
も
多

く
あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
い

る
。し

か
し
、
多
く
の
人
へ
の

広
が
り
が
期
待
で
き
る
、
積

極
的
な
広
報
広
聴
媒
体
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
新
た
な
情

報
通
信
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て

の
取
り
入
れ
を
、
利
用
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
整
備
、
職
員
に

も
十
分
遵
守
を
徹
底
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
奈
良
県
や
近
隣
市

町
村
の
事
例
を
参
考
に
し
て
、

市
の
庁
舎
内
で
も
、
情
報
収

集
の
必
要
性
を
認
め
て
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
閲
覧

に
つ
い
て
許
可
し
、
情
報
収

集
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
て

い
き
た
い
。

公
有
財
産
、
イ
ン
フ
ラ

更
新
の
計
画
策
定
に
つ

い
て

市
有
施
設
に
は
、
建
築

物
、
道
路
、
橋
梁
、
上

下
水
道
な
ど
の
多
く
の
施
設

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
す

べ
て
に
つ
い
て
維
持
管
理
す

る
経
費
が
必
要
で
あ
り
、
順

次
更
新
時
期
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
。
市
の
実
情
は
、
施

設
設
備
の
維
持
・
補
修
に
つ

い
て
、
施
設
の
劣
化
状
況
ま

た
は
緊
急
性
に
応
じ
て
補

修
・
改
修
工
事
を
実
施
し
て

い
る
。

ま
た
、
大
規
模
な
修
繕
と

い
う
事
項
が
発
生
す
る
と
、

他
の
事
業
に
影
響
を
及
ぼ
す

と
い
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

総
合
計
画
で
は
、
３
年
を
期

間
と
す
る
実
施
計
画
が
あ
り
、

そ
の
見
直
し
は
毎
年
行
っ
て

い
る
。
そ
の
実
施
計
画
の
策

定
に
は
、
財
源
計
画
も
関
連

し
て
お
り
、
確
実
な
情
報
と

計
画
性
を
持
っ
た
も
の
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
加
味
し
て
、
公

有
財
産
台
帳
の
作
成
、
管
理

に
つ
い
て
、
詳
細
な
調
査
を

行
い
情
報
整
理
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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紫
陽
花
が
色
鮮
や
か
に
咲
く
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
春
の
桜
に
始
ま
り
、

ヤ
マ
ブ
キ
の
黄
色
、
赤
・
白
・
ピ
ン

ク
な
ど
の
ツ
ツ
ジ
、
オ
オ
デ
マ
リ
、

コ
デ
マ
リ
の
白
、
木
々
の
新
緑
の
緑
、

宇
陀
路
は
ま
さ
に
、
初
夏
の
風
薫
る

宇
陀
市
で
す
。

今
年
度
か
ら
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
つ
く
る
と
い
う
考
え
の

も
と
に
、
広
域
な
地
域
ぐ
る
み
で
、

住
み
よ
い
地
域
の
実
現
に
向
け
て
課

題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
の
新
た
な

組
織
と
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

が
発
足
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
が

た
く
さ
ん
集
ま
り
、
持
っ
て
い
る
情

報
を
交
換
し
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
活
か
し
な
が
ら
連
携
・
協
力

し
、
大
き
な
成
果
を
生
み
出
し
て
い

た
だ
け
る
仕
組
み
で
す
。

行
政
も
参
加
・
参
画
で
き
る
機
会

を
提
供
し
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

も
、
ま
ち
（
地
域
）
を
知
り
、
活
動

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

詳
し
く
は
、
今
月
号
折
り
込
み
の

「
み
ん
な
の
手
で
ま
ち
づ
く
り
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
年
度
と
な
り
、
市
内
の
経
済
活

性
化
を
図
る
た
め
、
４
つ
の
事
業

「
住
宅
建
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
助

成
」「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
補
助
」「
宇
陀
市
産
木
材
利

用
促
進
助
成
」「
定
住
促
進
奨
励
金

交
付
」
が
始
ま
り
、
内
需
振
興
の
た

め
「
ウ
ッ
ピ
ー
商
品
券
」
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

宇
陀
市
が
、
よ
い
ま
ち
と
な
る
た

め
に
は
、
不
断
の
努
力
が
必
要
で
す
。

市
内
で
買
い
物
を
し
、
宇
陀
市
の
生

産
物
を
使
い
、
働
け
る
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
、
宇
陀
市
の
元
気
は
、
人
・

物
・
資
金
が
市
内
で
活
発
に
動
く
と

い
う
こ
と
が
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
、

行
政
主
導
型
で
は
な
く
、
市
民
の
皆

様
、
事
業
家
の
方
々
が
活
躍
・
活
動

で
き
る
場
所
を
行
政
が
整
え
て
い
く

こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
宇
陀
市
の
政
策
の
基
本
に
、

行
政
経
営
と
い
う
視
点
を
常
に
も
ち

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

今
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
将
来
に
わ
た

っ
て
維
持
・
向
上
で
き
る
の
か
、
宇

陀
市
の
発
展
・
向
上
が
で
き
て
い
く

の
か
な
ど
、
総
合
的
な
行
政
経
営
と

い
う
視
点
に
立
っ
て
あ
ら
ゆ
る
政
策

を
考
え
、
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
月
は
、
宇
陀
市
議
会
第
２
回
定

例
会
が
、
小
林
新
議
長
の
も
と
始
ま

り
ま
す
。
私
も
議
会
と
と
も
に
、
宇

陀
市
の
今
と
将
来
の
発
展
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
組
織
の
中
に
、
危
機

管
理
監
と
し
て
、
広
域
消
防
組
合
の

山
本
前
消
防
長
を
迎
え
ま
し
た
。
地

震
や
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
対

応
で
き
る
か
、
宇
陀
市
の
あ
ら
ゆ
る

危
機
管
理
体
制
を
再
度
検
討
し
、
ま

た
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
環
境
を

つ
く
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
植
え
も
終
わ
り
、
さ
わ
や
か
な

風
が
青
田
を
わ
た
る
風
景
は
、
何
百

年
も
続
く
悠
久
の
風
景
と
も
い
え
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
の
ど
か
な
風
景
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
高
原
の
文
化
都

市
、
風
薫
る
宇
陀
市
を
巡
り
ま
し
ょ

う
。

№
２３

鳥見山つつじ祭で、つつじの植樹をする市長
（5月13日）

5月13日、西光寺から室生山上公園付近までの遊休農地
（約5反）で、自治会役員・室生子ども会・室生老人会が中
心となり、ひまわりの種（約40,000粒）を植えました。
この事業は、遊休農地や空き地を活用して花により景観

づくりをし、観光客の誘客を図るとともに地域活性化に貢
献しようと行われました。
夏には、ひまわりの花を咲かせ観光客の目を楽しませて

くれることでしょう。

地域活性化のため、遊休農地にひまわりの種まき
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鳥見山公園で5月13日、「鳥見山つつじ祭り」
（榛原観光協会主催）を開催、家族連れやハイ
キングの人などで賑わいました。
山とハイカーの安全祈願の後、ボーイスカウ

トの協力で、つつじの記念植樹を行いました。
参加者は、新緑と色鮮やかなつつじの中、宝

さがしゲームや、ガールスカウトによる野点
の だ て

、
「山の音楽祭」では、倭太鼓「榛」による演奏、
榛生昇陽高等学校などによる吹奏楽、初音会に
よる河内音頭など、多彩なイベントを満喫され
たことでしょう。

また、模擬店では、焼きそばや焼き鳥、伊勢
本街道せんべいや柿の葉寿司などが販売されて
いました。

新緑の中「鳥見山つつじ祭り」開催

桜も満開で絶好のお花見日和となった4月
15日、「第5回健康ウォーキング大会」を開催、
約250名が参加されました。
参加者は、宇陀市役所を出発、猟路

か り じ

の桜並
木から宇陀川沿い桜並木を通り、アニマルパ
ークまで（6㎞・8㎞）のコースを楽しく歩き
ました。
この大会は生活習慣病の予防、運動習慣の

きっかけづくりを目的として、健康うだ21推
進委員が中心となり毎年実施しています。ウ
ォーキングの前後には、講師によるストレッ
チ体操の実技指導があり、参加者は生活習慣
病予防のための運動の大切さ、歩くことの楽
しさ等健康づくりへの関心を深められたこと
と思います。

ウォーキングで健康づくり！！

4月25日、市役所において「平成24年度
宇陀市体育協会功労賞授与式」が行われ、4
人の方が宇陀市体育協会功労賞を受賞されま
した。
この賞は、宇陀市の体育・スポーツの振興

と奨励に努力され、体育協会の発展に尽力さ
れた方々におくられるものです。
受賞者は、次のとおりです。

（順不同・敬称略）
徳田　哲（ゲートボール協会）
大西泰司（大宇陀支部体育協会）
田窪重昭（榛原支部体育協会）
井上雅代（室生支部体育協会）

宇陀市体育協会功労賞を受賞

9 広報うだ　2012.6

5月10日、宇陀市立病院待合ロビーで、「看護の日」
のイベントとして、外来通院されている患者さんや
地域の方々を対象に健康チェックを行いました。
当日は、身長・体重、血圧、体脂肪率などの測定

や、生活習慣病などの健康相談も行われました。
日頃から自分の体調をチェックし、健康で過ごし

てください。

「看護の日」のイベントを開催

写真右から：田窪さん、井上さん、大西さん、徳田さん
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■予防接種

■健康診査（こども）

広報うだ　10

申し込み・問い合わせ　大宇陀保健センター
（183‐2255／IP188‐9113）、室生福祉保健
交流センター（192‐5220／IP188‐9175）

◎ぬく森サロン【室生地域対象】
日時 6月7日（木）・14日（木）・21日（木）

午前11時～午後3時30分
場所 室生福祉保健交流センター
対象 65歳以上で介護保険の認定を受けていない
高齢者
内容 ☆紙粘土でベビーシューズ　

☆横井先生のセラバンドを使って若返りpart1
持ち物 小さな空き箱
室生福祉保健交流センター

●はつらつ料理教室参加者募集【全地域対象】
初めての方、男性の方もどしどし申し込みくださ

い。
対象 市内在住の65歳以上の1人暮らしおよび65
歳以上の高齢者世帯の方（できるだけ続けて参加
できる方）

場所・日時
【室生福祉保健交流センター】①6月20日（水）②7
月10日（火）③8月8日（水）④9月4日（火）
【大宇陀保健センター】①6月27日（水）②7月18日
（水）③8月23日（木）④9月19日（水）
＊午前10時～午後1時（受付：午前9時30分～10時）
持ち物 エプロン・三角きん・筆記用具
参加費 300円（材料費）
定　員 20名程度
その他 送迎及び開催場所に関しては、申し込み時
に確認させていただきます。

申込方法 6月11日（月）までに大宇陀保健センター
または室生福祉保健交流センターへ

●たまごクラス（母親教室）【全地域対象】
“妊娠中や産後の生活、赤ちゃんについ

て”交流しながら楽しく学びませんか。
日時・内容
①7月5日（木）妊娠中や赤ちゃんとの暮
らし、先輩ママとの交流など　②7月12
日（木）お口のケア、妊娠中・産後の食生
活と調理実習　③7月21日（土）沐浴実習、
子育てについてなど

※時間は、午後1時30分～4時です。
②のみ午前9時15分～午後0時30分です。
場所 室生福祉保健交流センター
対象 妊娠8カ月までの妊婦と配偶者
持ち物 母子健康手帳、筆記用具、②はエプ
ロン、三角きん、手拭きタオル、はぶらし

申込先 大宇陀保健センターまたは室生福
祉保健交流センター

◎当事者会（なかま会）のご案内
日時 6月11日（月）

午後1時30分～3時30分
場所 榛原保健センター
内容 ☆ゲームで楽しもう！　☆情報交換
対象 精神保健福祉手帳を持っている統合
失調症の方
申込先 室生福祉保健交流センターまた
は、大宇陀保健センター
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子育て支援センター（184‐9925）

各地域の保育園（所）の支援室などで遊びや
交流の場を提供します。子育てについての情
報交換や親子のふれあいを楽しみましょう。
対象 市内全域の未就園児とその保護者
開催時間 午前10時～11時30分

♪出前保育「つどいの広場」♪（申込不要）

♪♪みんなで楽しく子育てしませんか♪♪

子育てに関する悩みや疑問などの相談を受け
付けます。
◎電話相談、面接相談
午前9時～午後4時（月～金曜日）

♪子育て相談♪

☆サークル支援を行います
地域で活動している子育てサークル活動への

施設利用、運営等の相談を行い、楽しくサーク
ル活動ができるように応援します。サークル活
動をしようと思われる方は、お知らせください。
対象 お子様が小学校入学までの方に限る

子育てをしている家族が、自由に遊べるよう
に施設を開放します。
親子でゆったり遊び、みんなでおしゃべりを

して気分転換をしましょう。
対象 市内全域の就学前幼児とその保護者
日時 月～金曜日（土・日曜日、祝日は除く）

午前9時～午後4時
☆お話の日（毎週火曜日）
♪リズムの日（毎週木曜日）
どちらも時間は、午前11時～11時30分です。

♪支援センター開放日♪（申込不要）

【6月の予定】

◎詳しくは、宇陀市ホームページ内（http://www.city.uda.nara.jp/kosodateshien/kenkou/kosodate/shien-center.html）をご覧ください。

☆子育てボランティア募集
男女を問いません。先着30名
活動内容：親が講座などに参加している間の託
児、親子教室のお手伝い（園外保育、親子クッ
キングなど）主に午前中の活動です。
申込締切：6月22日（金）まで（平日の午前9時
～午後5時）電話受付。
子育て支援センターでボランティア登録し25

年3月までの期間、こちらでボランティア保険
に加入させていただきます。

リズムにあわせて、親子でからだを動かしま
しょう。
開催日 6月28日（木）［受付］午前9時30分～
［講演会］午前10時～11時
場所 宇陀市総合体育館
演題 「からだ　ウキウキ　心　わくわく」
講師 石崎仁美先生（リトミック講師）
持ち物 上靴（親子とも）、下靴を入れる袋、
お茶

＊申込不要　直接体育館に運動しやすい服装で
お越しください。

☆第4回子育て講演会を開催

今年度スタートする親子ふれあい事業です。
内容 「新聞紙であそぼう」
対象 市内全域の就学前幼児とその保護者
開催日時 6月18日（月）

午後2時15分～（1時間程度）
＊午後からの事業です（月1回を予定）。

☆なかよしひろば
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（1８２‐０３８１） http://www.udacity-hp.jp

デ ジ タ ル 一 般 Ｘ 線 画 像 撮 影 シ ス テ ム が 更 新 さ れ ま し た

◆概要
胸部や腹部、また骨関節等の、ほ

ぼ最初に行われる画像検査に用いら
れるのが一般Ｘ線画像撮影装置です
が、今回、先進テクノロジーによる
高精度の間接変換方式ＦＰＤ（フラ
ットパネルディテクター）が装備された装置に
更新されましたのでご紹介します。
特長は、X線撮影後、画像が3秒という高速で

モニター表示され、検査部位の描出や動きが無
いか等、すぐに画像確認できることから、より
質の高い画像提供と、患者様の待ち時間短縮の
効果が挙げられます。
また、画像処理の面で、軟部組織から骨部分

まで豊富な情報と鮮明な画像が得られ、今まで
以上に診断価値の高い画像を提供することがで
きます。さらに、Ｘ線の変換効率も良くなり、
より被ばく線量の少ない撮影ができるようにな
りました。
急速なアナログからデジタルへの変化に伴い、

一般Ｘ線撮影画像もフィルム診断か
らモニター（フィルムレス）診断へ
と大きく変化しましたが、これには
身体を透過したＸ線をデジタル信号
に変換して画像を得るFPD検出器の
読み取り技術が大きく寄与している
とも言えます。
◆Ｑ.撮影の際、更衣をするのは何故ですか？
撮影時には、良質な画像を提供するため、検

査衣に更衣していただく場合があります。
薄手の無地の下着やTシャツ等は、画像への

影響はほとんどありませんので、そのままのＸ
線撮影が可能ですが、ボタンやプリント柄等の
種類によって、写真に写ってしまうことがあり
ます。また、金具のついた下着や、ネックレス、
湿布、エレキバン、カイロ等は障害陰影となり
ますので、事前にはずしていただきますようご
協力をお願いします。詳しくは技師にお尋ねく
ださい。

医療技術部　放射線科

■職員募集のお知らせ

【資格】昭和58年4月2日以降に生まれた者で作
業療法士の資格者または資格取得見込者。

【採用試験】小論文・面接
【試験日時】申込者に後日連絡します。
【提出書類】履歴書、資格証明書の写し

【提出書類】履歴書、資格証明書の写し
※院内に保育園を設置しています。小さいお子さ
んがおられる方も気軽にお問い合わせください。
★問い合わせ＆申込先　市立病院庶務課へ
（土・日曜日、祝日を除く午前9時～午後5時）

■外来棟建設の基礎工事をしています
市立病院は旧館（西館・中央館）の解体工事

が終了し、現在は外来棟建設のための基礎工事
を行っています。基礎工事終了後、外来棟の建
設工事を12月まで行う予定です（右図参照）。
騒音等でご迷惑をおかけしています。皆さま

のご理解とご協力をお願いします。

■糖尿病教室のご案内　【6月の予定】
○第1回 7日（木）糖尿病の基礎知識

～糖尿病ってどんな病気？～
○第2回 14日（木）糖尿病の治療

～食事療法～
○第3回 21日（木）糖尿病の治療

～運動療法～
○第4回 28日（木）糖尿病の治療

～薬物療法～
【時間】午後1時30分～
【場所】北館2階栄養指導室

■整形外科から担当医の変更のお知らせ　　
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第3次男女共同参画基本計画（平成22年12月17日策定）では、
重点分野の一つに「地域、防災・環境その他の分野における男女
共同参画の推進」を位置づけています。
この中では、防災に関し、「避難場所や災害ボランティア活動な

どの場において、安全の確保など男女共同参画の視点からの配慮」
や「防災（復興）の取組を進めるに当たっての男女のニーズの違
い」の把握や「男女共同参画の視点を取り入れた防災（復興）体
制」の確立などがあげられています。
東日本大震災から1年3カ月が経過しましたが、未だ復旧、復興

の目途が立たない地域が多くあります。
震災復興をはじめ、元気な日本を取り戻すためにも、男性と女

性が、職場で、学校で、地域で、家庭でお互いが思いやりの心を
もって支え合う社会の実現をめざしましょう。
そのためにはみなさん一人ひとりの自立した責任ある行動、そ

して自分を見つめ、相手を思いやる気持ちが大切です。
この機会に私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、

考えてみませんか。
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【人権オリジナルキャラクター】
「てんいち先生・ひかりちゃん」
作画：坂口郁夫さん

◆6月23日～29日は「男女共同参画週間」です
男女共同参画社会の形成の促進を図るため、「男女共同参画社会

基本法」の公布・施行（平成11年6月23日）を踏まえて、毎年6月
23日から29日までの1週間は、「男女共同参画週間」に定められて
います。

男女共同参画社会とは…
「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会

のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって男
女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受すること
ができ、かつ、共に責任を担うべき社会」をいいます。

（男女共同参画社会基本法　第2条）

「あなたがいる わたしがいる 未来がある」
（内閣府募集　平成24年度男女共同参画週間標語最優秀作品）

日時：6月29日（金）～7月1日（日）
午前10時～午後4時（各日）

会場：奈良県女性センター
内容：「男女共同参画」をテーマとした
記念講演、劇、ビデオフォーラム、ワ

ークショップなど
参加費：無料
問合せ先：奈良県女性センター　総務係
（10742‐27‐2300／50742‐
22‐6729）

「なら男女共同参画週間イベント2012」
テーマ：「今あなたができる男女共同参画　～一人ひとりが自立して絆を深めよう～」

男女共同参画社会基本法の5つの理念
① 男女の人権の尊重
② 社会における制度又は慣行についての配慮
③ 政策等の立案及び決定への共同参画
④ 家庭生活における活動と他の活動の両立
⑤ 国際的協調
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■奈良伝統文化「こども和みフ
ェスティバル」

～文化でつなぐ子どもたちの輪～
県内各地のこども教室が宇陀

で発表。地元の方々との交流を
楽しみにしています。伝統文化
の音・雅を感じ、お茶席で心も
和む。皆様のお越しをお待ちし
ています。
日時 6月17日（日）午後0時
30分（開場）午後0時45分（開
会式）午後1時（開演） 場所
市文化会館　内容 舞台発表
展示発表
奈良こども伝統文化協会会長
藤間方（1 0742‐24‐

3434）

■ほたるの夕べ開催
日時 6月23日（土）午後3時～
9時〈小雨決行〉 場所 高井生
活改善センター（矢田川周辺）
内容 川の生態を知るため、川
の生き物採取（午後3時～）採取
した生き物、ホタルの生態につ
いて学習（午後5時～）、お楽し
み会（午後6時～） 矢田川沿い
でホタル観賞（午後7時30分～）
解散（午後9時頃） 持ち物 川
に入りますので、網、ペットボ
トル（1.5リットル位）、長靴、
懐中電灯、筆記用具、軍手、タ
オル、着替え
千年大志会
代表　稲森方（182‐1101）

■チャリティーコンサート参加
者募集

テーマ：
「楽器を使って音楽を楽しもう」
「レインボー宇陀」は、発足

して一年が経ちました。新聞で、
あしなが育英会が「ケアーハウ

ス仙台」を子どものために建設
するというを記事を見て、少し
でも力になりたいという想いか
ら、チャリティーコンサートを
開催します。下記のとおり開催
当日、ご参加いただける参加者
を募集します。
開催日 8月5日（日）＜予定＞
対象 園児から　※開催日まで
に、何回か練習（午後2時から）
に参加できる方。
レインボー宇陀実行委員会　
石川方（1090‐6911‐

9818）

■天満台でゲートボールを始め
ました。一緒にしませんか。
ゲートボールは、適度な運動

量が得られ健康維持には最適で
す。それに、頭を使うスポーツ
なので精神面での若さを獲得す
ることができます。
初心者の方、大歓迎です。興

味のある方は、気軽に見学に来
てください。試しに体験してか
らの入会もできます。
練習日 毎週金曜日の午後1時
～　場所 天満台公園内ゲート

ボール場
城井方
（1090‐4494‐2994）

■宇陀松山夢街道まちなみライ
トアップ開催
重伝建地区（大宇陀）を中心

に、光でつつまれます。
日時 8月23日（木）～25日（土）
●運営スタッフを募集
対象 18歳以上で地域づくり
活動に関心のある方なら居住場
所は問わず。 内容 灯の設
営・管理　その他イベントの補
助
●セルフライトアップ募集
家や自治会で管理している御

宮さん等を、自分たちでライト
アップしませんか？機材貸し出
します。
条件 大宇陀重伝建地区内の戦
前の建物
●イベント・展示等　募集
当日のにぎわいイベントを募

集。地区内でコンサートや作品
の展示、趣味の発表、物販等の
企画を大募集。個人でもグルー
プでも参加OK。
受付締切 6月30日（土）
田川方（1080‐2386‐4637）

メール：udayumeka i do@
yahoo.co.jp
＊公式ブログ「宇陀松山夢街道
2009～2012」で検索
http://cha-nomisuke.blog.
ocn.ne.jp/yumekaido/

【みんなの掲示板】

このコーナは、市民サークルの催しや会員募集などを掲載しています。

犯罪被害者支援ボランティア募集
犯罪や事件・事故の被害に遭われた方や遺族の方のために、

電話相談や生活支援、警察や病院への付き添い等の直接支援を
するボランティア支援員を募集しています。
支援活動に必要な知識、技能を習得するため、一定の講座（8

月31日～11月末頃）を受講していただきます。
募集期間 7月2日（月）～8月6日（月）
募集人数 20名程度
※詳しくは下記までお問い合わせください。
（公社）なら犯罪被害者支援センター事務局
（10742‐26‐6935）
〈月～金　午前10時～午後4時　祝日は除く〉
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【みんなの掲示板】
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はい！こちら消費者相談窓口です
◎ATMの振込ボタンは、お金を支払うボタンです！！
振込め詐欺と還付金詐欺、どちらも同じようにATMを使

った詐欺ですが、根本的に違うのは還付金詐欺は、間違って
お金を振込させられてしまうというものです。
医療金の還付だから病院内にあるATMに、税金の還付だ

から市役所前のATMにと、さも納得のいくような説明をし
金融機関ではない無人のATMに誘導されます。
そして、携帯電話の指示どおりボタンを押し続け、気が付

けば自分の年金口座から相手の口座に振込させられていたと
いう、機械に不慣れな高齢者をターゲットにした詐欺です。
わざわざ、還付金の指示をしてくれるような電話はありま

せん。そんな時は、必ず市役所の窓口に電話をかけ直してく
ださい。振込め詐欺も同様、自ら行動し確認してからでも遅
くはありません！！
奈良県消費生活センター（10742‐26‐0931）

全国一斉「子どもの人権110番」
いじめ・体罰・不登校・児童虐待など

子どもの人権に関わる問題全般につい
て、無料・秘密厳守で相談に応じます。
日時：◆6月25日（月）～29日（金）午前
8時30分～午後7時　◆6月30日（土）・
7月1日（日）午前10時～午後5時
電話：0120‐007‐110（フリーダイ
ヤル）※携帯電話・ＰＨＳ使用可（IP電
話使用不可）
対象：県内在住の児童・生徒及びその保
護者
相談員：人権擁護委員（奈良県人権擁護
委員連合会子ども人権委員・奈良県内各
協議会の子ども人権委員）
奈良地方法務局人権擁護課
（10742‐23‐5457）
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【申込先】中央公民館（〒633‐2165 大宇陀中庄202）
【休館日】木曜日・祝日
中央公民館（183‐0551／IP188‐9180/583‐1027）

～音楽に合わせてパンチを打ちストレス解消～
日頃のストレスを上手に発散できています

か？ストレス解消は、身体を動かすことが一番。
「健康ボクササイズ」は、音楽のリズムに合

わせて体全体を動かすことで心身ともにリフレ
ッシュできます。パンチを打つことで血行がよ
くなり、肩こりや冷え性の改善にも効果的です。
ご家族で参加できる教室です。年齢・性別を問
わずみんなでストレス発散しましょう。
カラダすっきり！気分スッキリ！
日時・場所
【第1回目】6月30日（土） 午後1時30分～3時
中央公民館（大宇陀地域事務所前）

【第2回目】7月8日（日） 午後1時30分～3時
榛原分館（榛原総合センター内）

対象 市内在住・在勤・在学の人（中学生以下
は保護者同伴）

定員 50人（但し定員になり次第締切）
講師 松本睦美さん（フィットネスインストラ
クター）

準備物 動きやすい服装と靴、飲み物、タオル

デジカメ写真の編集方法を楽しく学べるパソ
コン教室を開催します。デジタルカメラにある
写真を、パソコンに取り込む方法から学べます
ので初心者の方も安心です。
無料で使える写真編集ソフト「フォトギャラ

リー（VISTA、7のみ対応）」を使って、思い出
の写真を編集する方法を楽しく学びませんか。
日時 7月21日（土） 午後1時30分～4時
場所 中央公民館（大宇陀地域事務所前）
内容 デジカメ画像のパソコン編集
※第2回（7月募集）・第3回（10月募集）も同じ
内容で開催します。

講師 電子自治体アドバイザークラブの皆さん
募集人数 20人（先着順）
参加費 500円（テキスト代）
※パソコン及び素材写真（デジカメ画像）は教
室で用意いたします。

※都合により内容を一部変更する場合あり。

【募集コーナー】

生活の中で、思ったこと、感じたことを自分の
言葉で表現してみませんか。家庭・地域・学校・
職場での男女共同参画をテーマとした標語を募集
します。
【応募方法】○作品１人2点までとし、未発表で
自作のものに限ります。 ○氏名（本名の公表を
希望しない場合はペンネームを併記してくださ
い。）○性別・年齢・郵便番号・住所（市内の小
中学生は学校名と学年も記入）・電話番号、必要
事項を記入の上、郵送・ＦＡＸ・電子メール又は
人権推進課へ直接ご持参ください。
※ただし、持参の場合は、平日の午前8時30分～
午後5時15分の間で受け付けしています。
【応募資格】宇陀市に居住、通勤、通学している
人
【作品の発表】応募作品は、宇陀市ホームページ
で発表します。最優秀作品・優秀作品は、広報や
啓発活動に使用します。
【応募期間】6月1日（金）～24日（日）必着
【応募・問い合わせ先】
人権推進課（182‐2147 IP188‐9077／
FAX82‐7234／E-mail：jinken@city.uda.lg.jp）

これから新築・リフォーム等をお考えの市民の
方からの疑問・質問に資格を持った「住まいづく
りアドバイザー」が無料で相談に応じます。
○相談できること
◆耐震診断・耐震改修等の地震に強い住まいづく
り、リフォームについて　◆バリアフリー改修に
ついて　◆知っておきたい法律や制度、設備につ
いて
×相談できないこと
◆欠陥住宅や敷地境界など民事に関するトラブル
相談　◆悪質リフォームによるトラブル相談
◆現地調査を伴う相談　◆具体的な工務店、設計
事務所の紹介等に関する相談
☆トラブルや紛争等は相談できませんのでご注意
ください。☆

日時・6月14日（木）
午後1時～4時（1人45分程度）

場所・宇陀市役所（211会議室）
※相談は予約制（先着3名まで）となっています。
申し込み 6月11日（月）までに営繕課までお電話
ください。
営繕課（182‐5642／IP188‐9096）

男女共同参画「標語」募集 住宅相談窓口［無料・要予約］

広報うだ　16

申込方法　いずれも、6月11日（月）～20日（水）
までに、住所・氏名・年齢・電話番号を明記し、
電話・ＦＡＸいずれかの方法で中央公民館へ
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阿騎野ふるさと夏まつりでは、当日の模擬店出
店者を募集しています。まつりの内容や出店条件
については、事務局までお問い合わせください。
開催日時 8月15日（水）午後2時30分～9時
場所 大宇陀ふれあい交流ドーム周辺
出店資格 市内で常時活動している市民グルー
プ、団体に限ります。（営利目的を除く）

出店費用：1ブース（１テント）あたり10,000円の
協賛金をお願いします。基本は1ブース［1テン
ト（約3.6m×7.2m）、机6台、パイプイス8脚］

※追加の必要な場合は、別途費用が必要になります。
※荒天等により中止の場合も、協賛金はお返しし
ません。

募集数 12ブース程度（多数の場合は抽選）
主な出店条件 ○アルコール類や生もの販売はで
きません　○各出店者において販売品の調整を
すること　○会場準備及び清掃片付け等に協力
すること

申込期限 6月22日（金）午後5時までに夏まつり
実行委員会事務局へ申し込んでください。

◎協賛のお願い
地域市民で結成した実行委員会では、今年も皆

様方に楽しんでいただけるように企画、準備を進
めています。この夏まつりの趣旨にご賛同いただ
き、協賛金のご協力を賜りますようにお願い申し
上げます。
申込方法 実行委員会事務局へお申し出くださ
い。（1口：1，000円）
◎運営ボランティア募集
夏まつりの運営を手伝っていただけるボランテ

ィアを募集しています。
ボランティア内容 企画運営、会場準備及び片付
け、イベントの補助、駐車場案内など

応募資格 18歳以上の方
※詳しくは、事務局へご確認ください。

夏まつり実行委員会事務局〈大宇陀地域事務所内〉（183‐2251／IP188‐9114）
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【募集コーナー】

■申込用紙の配布・受付期間及び場所
【配布・受付期間】6月11日（月）～22日（金）
午前8時30分～午後5時15分（土・日曜日を除く）

■募集住宅
●高倉西団地
【所在地】榛原桧牧2166 【構造】木造2階建
【建築年度】昭和61年
【部屋番号・間取り・面積・住宅使用料】
○2号 3DK2階建・69.56㎡
14,400円～（収入に応じて算出）

【敷金】入居時の家賃の3カ月分
●大野東団地
【所在地】室生大野1582
【構造】簡易耐火構造2階建【建築年度】平成3年
【部屋番号・間取り・面積・住宅使用料】
○101号／105号 3DK・61.31㎡
17,100円～（収入に応じて算出）

【敷金】入居時の家賃の3カ月分
■申込方法　入居資格等を確認のうえ、下記提出
書類を受付期間内に揃えてお申込ください。また、
提出書類は審査の関係上返却できません。
※申込は1世帯1戸のみとなります。
【入居申込に必要な書類】
○市営住宅入居申込書
○誓約書（申込者及び同居者について、暴力団員
で無い誓約書及び関係機関照会の同意書）
○市税完納証明書（「市税完納証明願い」の様式
に、税務課・地域市民課に証明のうえ提出）
※郵送による申込受付できません。ご持参ください。

■申込の資格
○現在、（平成24年6月8日時点）宇陀市内に住所
を有する者、または宇陀市内に勤務場所を有する
者で、住むところに困っている方。
○同居親族がいる方。ただし婚約中で入居指定日ま
でに婚姻できる方、事実上婚姻（内縁）関係にある方
（住民票で続柄「未届けの妻（夫）」）が確認できる方
※単身申込用件に該当する方にあっては申し込みできます。
○世帯の所得月額が158，000円以下であること。
※裁量世帯に該当する方は、214，000円以下であること。
○市税その他市に対する納入金を滞納していない
者であること
○申請人又は同居親族が暴力団の構成員でないこと
■住宅現地確認会
日時 6月17日（日）・6月18日（月）

午前9時～正午（両日）
※市営住宅は、既存住宅であり建築年数も経過し、
壁等に傷や汚れなどがありますが、修繕できかね
るところがありますので予めご了承ください。ま
た、住宅は現状で引き渡しますので、入居申込さ
れる方は、現地確認会に参加してください。
■入居者の決定方法
【抽選会日時】6月29日(金)  ※時間は申込時連絡。
【入居資格審査会】抽選により決定した入居予定
者について、実態調査及び資格審査を行い入居決
定します。
【入居指定日】8月1日（予定）
※詳しくは営繕課へお問い合わせください。
営繕課（182‐5642／IP188‐9096）

市営住宅入居者募集（高倉西団地・大野東団地）

「第21回阿騎野ふるさと夏まつり」模擬店出展者募集
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【募集コーナー】
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在住の方でも申し込めます。 ○自ら居住するた
め、住宅を必要とする方　○現に同居しているか、
同居しようとする親族がある方　○過去に市営住
宅に入居していた方は、家賃の滞納や無断退去な
どの経歴がないこと　○申込者または同居者が暴
力団の構成員でないこと　○税等の滞納がないこ
と
■申込方法 ○入居申込書に所要事項を記入し、
誓約書・市税完納証明書・世帯員全員の課税証明
証を添えて、申し込んでください。 ○申し込み
は、1世帯1住宅に限ります。 ○申込書及び提出
書類は、一切返却しません。
■入居者の決定方法　入居指定日
○入居資格を審査後決定します。
○入居指定日は決定後、指定する日。
■申込用紙の配布・受付期間及び場所
【配布日・受付時間】6月1日（金）・～（土・日曜日、
祝日を除く午前8時30分～5時15分まで）
【配布場所】営繕課
※詳細は、「随時募集のしおり」をご覧ください。
営繕課（182‐5642／IP188‐9096）

◆募集する市営住宅◆
【所在地】菟田野松井186
番地の3
【団地名】上笠神団地、
3LDK、83.07㎡
【構造】準耐火構造・3階建（エレベーターあり）
【建築年度】平成15年度
【部屋番号】102号・105号・202号・304号
※募集する部屋は、変更する場合があります。

【家賃】37，000円～（3階は38，000円～）
※収入に応じて算出します。
※共益費2，000円（平成24年度）
◎駐車場使用料2，000円（2台目以降は、近傍の
駐車場を借りてください。）
【敷金】240，000円
【所得要件】○基準月収額が15万8千円を超え48
万7千円以下の方　○世帯員全員が35歳未満の
場合は、10万4千円を超える方

■募集期間　6月1日～平成25年3月29日
※空室がなくなり次第終了します。
■申込資格　○特定公共賃貸住宅は、宇陀市外に

特定公共賃貸住宅入居者の随時募集

全体の構造評点を1．0以上にするために施工す
る耐震改修工事

【生命重視型】…建築士が行った耐震診断で上層
部の構造評点が0．7未満と診断されたもので、
建物全体の構造評点を0．7以上にするために施
工する耐震改修工事
必要書類…建築士が行った耐震診断結果や、補強
計画書、工事費見積書などの書類が必要です。

申込期間　6月1日（金）～10月31日（水）
※先着順に受付します。
※期間内でも募集を締め切る場合があります
※申込用紙は営繕課の窓口で配布しているほか、
ホームページからダウンロードできます。
営繕課（182‐5642／IP188‐9096）

◎減税制度について◎
〈安全型〉の耐震改修をした場合、以下の減税

制度を受けられる場合があります。
◆所得税…耐震改修に要した費用の10％（最大
20万円）が所得税額から控除されます。税務署
への確定申告が必要となります。
なお、減税を受けるには、「耐震改修証明書」

が必要となります。
桜井税務署（10744‐42‐3501）

◆固定資産税…固定資産税が一定期間2分の1に
減額されます。
税務課（182‐1306／IP188‐9072）

平成24年度の既存木造住宅の「耐震診断事業
（無料）」・「耐震改修事業」を実施します。
ご希望の方は、所定の申込用紙に必要書類を添

付して申し込んでください。
●補助の対象となる住宅
①建築時期…昭和56年5月31日以前に着工また
は完成　②構造…木造（枠組壁工法、在来軸組工
法） ③階数…2階建て以下

◆既存木造住宅耐震診断（無料）◆
診断方法…財団法人日本建築防災協会による「木
造住宅の耐震診断と補強方法」に定める「一般
診断法」による診断
診断の内容…間取りの確認・床下や天井裏を見る
など、2時間程度の現地調査、診断結果の説明
診断者…「奈良県木造住宅耐震診断員登録者名簿」
に登録された耐震診断員
必要書類…建築年月、延床面積、構造などを確認
するため建築確認通知書若しくは登記簿謄本など
の書類が必要です。

◆既存木造住宅耐震改修（補助）◆
補助額…工事費用に応じて20万円～50万円を補
助します。ただし、耐震改修工事に要した費用
が50万円以上の工事が対象となります。
要件
【安全型】…建築士が行った耐震診断で上層部の
構造評点が1．0未満と診断されたもので、建物

既存木造住宅耐震関連補助の募集

014-019  12.5.21  1:31 PM  ページ18



【募集コーナー】

◆◆ 募集コーナー◆◆
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●看護職員（正職員）
職務内容 看護業務
勤務形態 日勤及び夜勤
募集人員 1名
資格 看護師の資格者

●介護職員（臨時職員）
職務内容 入所者の介護業務
募集人員 若干名
時給 840～940円（介護福祉士資格者を優遇）

申し込み 看護職員・介護職員とも、履歴書と資
格証明書（写し）を、さんとぴあ榛原庶務課へ
ご持参ください（土・日曜日、祝日を除く午前
9時～午後5時）。
さんとぴあ榛原（185‐2525)

さんとぴあ榛原　職員募集

子育てサポーターのリビングルームに
くつろぎにきませんか？

食生活を通じて地域の健康づくりをめざしボラ
ンティア活動をおこなう食生活改善推進員の養成
講座を7回シリーズで実施します。食に関する知
識や技術を修得し、ご自身や家庭、地域の健康づ
くりに幅広く貢献してみませんか。
期間 6月～11月（全7回）
第1回は6月26日（火）
場所 室生福祉保健交流センター・大宇陀保健セ
ンター　

内容・○組織活動・国民の健康状況と生活習慣病
予防・健康日本21
○食育・食品衛生と食環境保全・身体活動と運
動・調理実習　他

＊6回以上受講された方には、最終日に修了証書
を交付します。

対象 食生活や健康づくりの正しい知識を取得
し、修了後地域でボランティア活動をする熱意
のある女性。全講座に出席できる方。

定員 20人（定員を超えた場合は抽選とします。）
※但し、人数が少数の場合は中止になることがあ
ります。

宇陀市サポートクラブの活動をご紹介します。
ぜひ、遊びにきてください。
日時 6月12日（火）午前10時～11時30分
場所 大宇陀保健センター
内容 太極拳・パフェ作りなど
参加費 1人　200円
（お子さんのおやつはご持参ください。）
宇陀市サポートクラブ事務局［子ども支援課内］
（182‐2236／IP188‐9080）

専門指導員によるカヌー体験教室で夏の思い出
をつくろう！
日時 7月15日（日）・22日
（日）・29日（日）
※受付は各30分前から行
います。
午前の部：午前10時～11時30分
午後の部：午後1時30分～3時
集合場所 平成榛原子供のもり公園　カヌー発着
場（バーベキュー場付近）

内容 パドル・水上でのカヌー操作方法、ライフ
ジャケット装着方法など

定員　午前の部・午後の部（各15名／定員にな
り次第締切）

参加費 1人1回1,000円（保険料など）
参加資格 小学3年生以上　※小学5年生未満は
保護者同伴（カヌーに同乗する必要はありません。）

服装 濡れても良い服装。裸足不可、ビーチサン
ダル可。

申込方法　平成榛原子供のもり公園まで、お電話
（FAX不可）で申し込みください。
※お車でお越しの方は、一般駐車場（有料）をご
利用ください。
平成榛原子供のもり公園
（182‐7411／IP188‐9105）

カヌー体験教室 参加者募集

宇陀市食生活改善推員養成講座受講生募集

申込方法 6月13日（水）までに、室生福祉保健交
流センターまたは大宇陀保健センターへ
室生福祉保健交流センター（192‐5220／
IP188‐9175）、大宇陀保健センター
（183‐2255／IP188‐9113）

【日時】平成25年1月14日（成人の日）
午前10時～

【会場】宇陀市文化会館　大宇陀拾生871番地
【対象】平成4年4月2日～平成5年4月1日まで
の間に生まれた人

＜成人式実行委員の募集＞
成人式記念行事の企画・運営を行う実行委員

を募集します。「やってみたい！」と思われる
新成人の方は、ご連絡ください。
【申し込み】7月13日（金）までに生涯学習課へ
生涯学習課（182‐3975／IP188‐9364）

平成25年「宇陀市成人式」のお知らせ
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◆楽しむアート特別講座◆山の芸術学校常設教室

毎月アーティストによる楽しい講座を開催しています。6月の講座は、次のとおりです。

※いずれの講座も、材料代等の参加費が必要です。
※講師の都合等により、日時が変更になる場合が
あります。

室生下田口1112（193－4400）
開館時間　午前9時～午後5時

6月の休館日：7・14・21・28日

※常設教室の講座によっては、出張・出前講座も
いたしますので、ご相談ください。

楽しむアート特別講座の新規開設者募集中

ふるさと元気村（193‐4400）または企画課（182‐1362／IP188‐9074／582‐3900）

◎詳しい講座内容については、ふるさと元気村
のホームページをご覧いただくか、お問い合わせ
ください。
http://web1.kcn.jp/furusatogenkimura/

■昼下がりのミニコンサート

音楽の森ふれあい館（197‐2215）または企画課（182‐1362／IP188‐9074／582‐3900）

自然に囲まれたホールの中で奏でられる演奏
を、皆さんぜひお楽しみください。

午後2時～3時　　 右表参照
◎14日（木）、21日（木）は、むろうコーラス練習の
ため、午後3時～4時です。
※都合により内容等が変更する場合があります。

内容開催時間

住所：室生上笠間444－1
連絡先：：1/597－2215
開館時間：午前11時～午後4時
休館日：月・火・金曜日

■6月23日（土）・7月1日（日）ホタル鑑賞会　参加者募集 ※小雨決行
【参加費等】2,000円（小学生以下1,000円） 夕食付（野菜カレー他）
○Aコース（ホタル鑑賞のみ）
○Bコース（工房体験・ホタル鑑賞）※工房体験料別途必要

【申し込み】6月13日（水）までに住所・氏名・年齢・電話番号・コースをご記入の上、
FAXまたは電話でふるさと元気村事務局までお申し込みください。

【その他】参加者は懐中電灯と雨具を持参してください。

【お知らせコーナー】
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大宇陀拾生871（183‐0977）
6月の休館日 : 5･12･19･26日

【お知らせコーナー】
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6月の中央図書館及び大宇陀図書館の休館日は
です。

【一般書】 （中央図書館所蔵）
■散歩の花図鑑　　　　　著者：岩槻 秀明
発行：新星出版社
四季折々に出逢う、道ばたや

庭先に咲く草花、ちょっとした
ハイキングなどで見かける花を
中心に、507種を写真とイラス
トで紹介する。花の色系統でひ
ける花色もくじも収録。

【児童書】 （中央図書館所蔵）
■太陽のかがく
監修：渡部 潤一　　絵と文：えびな みつる
写真：中西 昭雄　　発行：旬報社
地球上のすべての生命を育

む太陽の本当の姿と、金環日
食、オーロラ、グリーンフラッ
シュといった不思議な現象を、
科学的・天文学的な見方を交
えてわかりやすく紹介する。

★ 話　題　の　新　刊　図　書 ★

中央図書館（182‐4749／IP188‐9110） 大宇陀図書館（183‐0977）

【開館時間　午前9時30分～午後5時】
●おはなし会（約30分）
★すくすくひろば（0～3歳）

13日（水）、27日（水）
①午前10時～ ②午前10時45分～　
③午前11時30分～（①②③とも同じ内容）

★ちゅーりっぷひろば（3歳～）
13日（水）、27日（水）午後2時30分～

★おはなしクラブ
9日（土）、23日（土）

○午前10時30分～（3～5歳）
○午前11時15分～（6～12歳）
●放課後子ども教室

6日（水）、13日（水）、20日（水）、27日（水）
午後3時30分～

●キッズイングリッシュクラブ
2日（土） 午前10時30分～

●映画会「しょくぱんまんと3ばいドキンちゃん」
16日（土） 午前11時～上映日

日時

日時

日時

日時

日時

【開館時間　午前9時～12時、午後1時～5時】
●おはなし会（約60分）

16日（土） 午前10時30分～
和室（2階）

●映画会「きかんしゃトーマス」
（トーマスととくべつなてがみ）
23日（土） 午前10時30分～
研修室（2階）場所

上映日

場所

日時
http://library.city.uda.nara.jp/

◎携帯電話からも本の予約や貸出
状況の確認を行うことができます。

（右：携帯サイトQRコード）

■水墨画と俳句・短歌作品展　
宇陀は歴史と自然に恵まれた魅力ある地域です。高

原の文化都市、文化を発信するため、市民による水墨
画と俳句・短歌の作品展を開催します。
水墨画は墨一色でも、濃淡の奥深い無限の美の世界、
白い紙と墨の黒、静と動の世界が広がります。また俳
句・短歌は季語やことばの新しい価値を発見しなが
ら、めぐる季節の美しさを確認すると
ともに、日常のなかに隠れている多様
で、すばらしい表情と出会っていく、
限られた文字数の中で、どれだけ自分
の「想い」を表現できるか。
自然を感じながら、日常生活を豊か

に実感することにあるのだと思います。
そんな作品展を開催します。

手づくり作品展（てまり・
絵手紙）
優しさ、思いやり、作品の一

つ一つにぬくもりが感じられる。
どこかなつかしい「温かいほっ
とする」作品展です。
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【お知らせコーナー】

昨年の東日本大震災や、9月の台風12号の災害
等を踏まえ、宇陀市の防災体制の充実を図るこ
とを目的とするため、総務部参事として、宇陀
広域消防組合より派遣を受けることとしました。

■部長級 総務部参事（危機管理担当）山本洋
人事課（182‐1303／IP188‐9069）

人事異動を行いました

■森林を伐採するときには届け出が必要です
森林を伐採するときには、伐採を開始する90

日～30日前までに、その森林の所在する市町村
へ、「伐採及び伐採後の造林の届出書」を提出す
ることが、森林法第10条の8
の規定により義務づけられて
います。
届出書の様式は市農林課窓

口および市ホームページから
ダウンロードできます。
なお、平成23年4月の森林法改正により、平成

24年4月以降、届出書の様式が変更されています。
また、１haを超えて林地を開発する場合は、林
地開発許可制度により県知事の許可が必要です。

■有害鳥獣捕獲共同取組事業のご案内
自治会及び農家組合で捕獲檻を管理する経費に

対して、助成金を交付する制度を設けています。
希望される代表の方は、申請してください。
【助成対象】自治会及び農家組合
【助成要件】新たに狩猟免許を受けた者2人を含
む3人以上で捕獲檻を管理すること

【申請申込締切日】第1回目：6月22日（金）
第2回目：9月28日（金）

【助成金額】初年度40,000円　次年度20,000円
農林課（182‐3679／ＩＰ188‐9090）

農林課からのお知らせ

市街化調整区域で新たな住宅等の立地を
認めるための区域指定について
本年4月27日付けで、市街化調整区域に新たに

次の区域が、県条例に基づき指定されました。
この指定区域内では、今後は開発（建築）許可

を受ければ、一戸建住宅及び一戸建兼用住宅を建
てることができます。ただし、県条例に基づき、
開発（建築）行為を行う場合の敷地面積は200㎡
以上あることが必要です。また、区域指定に伴い、
その区域内の容積率等が見直しされました。
【区域指定された土地の区域】
・榛原赤瀬・玉立・長峯の一部（16.1ha）
詳しい区域図等は、市都市計画課、奈良県土木

部まちづくり推進局建築課で縦覧することができ
ます。
都市計画課（182‐5624／ＩＰ188‐9092）

国民年金保険料の免除（全額免除・一部納
付）・若年者納付猶予・学生納付特例の承認を受
けられた期間がある場合、保険料を全額納めた
ときよりも老齢基礎年金の受け取り額が少なく
なります。
そこで、これらの期間の保険料は、将来受け

取る老齢基礎年金を増額するために、10年以内
であればさかのぼって納める（追納）ことがで
きます。
ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌

年度から起算して、3年度目以降に追納されると、
当時の保険料額に一定の加算額が上乗せされま
す。
また、追納する場合には、先に経過した月の

分から順次納めていただくことになります。
◎追納の申し込みはお近くの年金事務所でお申
し込みください。
日本年金機構　桜井年金事務所
（10744‐42‐0033）
保険年金課（182‐3672／IP188‐9086）

宇陀市の身体・知的障がい者相談員として、平
成24年4月より次の7名の方々に平成26年3月ま
での2年間、公的機関の手の届かない問題に対応
したり、障がい者と公的機関の橋渡し的な役割を
行うため、地域に密着した「障がい者相談員」と
して、活動していただくこととなりました。
お気軽にご相談ください。
◆身体障がい者相談員
戸嶋 敬治、生駒 庄八郎、浦上 謙造、大畑 康子、
三薮 孝子　　　　　　　　 【順不同･敬称略】
◆知的障がい者相談員
丸岡 祐子、林 兵衛　　　　 【順不同･敬称略】
介護福祉課（182‐3675／IP188‐9088）

委嘱された身体・知的障がい者相談員
を紹介します

☆広報うだ、宇陀市ホームページ、
宇陀市自主放送の有料広告を募集
しています。
詳しくは宇陀市ホームページを

ご覧いただくか、秘書広報情報課
までお問い合わせください。
秘書広報情報課（182‐3912／IP188‐9083）
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宇陀市がはじめる新しい取り組み
ってなに・・・？？

今、なぜ、まちづくり協議会が必要なの？
講演を通して市民のみなさんと一緒に考えてい

きます。
入場無料・申込不要です。
お気軽にご参加ください。

【日時】7月1日（日）午後1時30分～3時
【場所】文化会館　かぎろひホール
【演題】「まちづくり協議会」ってなんだろう？？

【講師】帝塚山大学大学院
法政策研究科教授
中川　幾郎先生

まちづくり支援課
（182‐3910／ＩＰ188‐9094）

平成21～23年度に史跡宇陀松山城跡の発掘調
査（8～10次調査）を実施したところ、石垣や建
物跡が見つかり、多くの
瓦なども出土しました。
なかでも鯱

しゃち

瓦や鬼瓦の
出土は珍しく、その造形
は個性があふれていま
す。
小さな速報展ですが、

出土品と写真をご覧ください。
【展示期間】6月9日（土）～6月24日（日）
【展示場所】松山地区まちづくりセンター

（大宇陀拾生1846）
【展示品】鯱瓦、鬼瓦、軒丸瓦、軒平瓦、鉄製品
文化財課（182‐3976／IP188‐9365）

鬼が出たー！「速報展　史跡宇陀松山
城跡の発掘調査」展を開催します

宇陀市では、独自の福祉医療制度として中学校
卒業までのお子様が入院された場合の自己負担分
を全額助成しています。
注）病院の窓口で医療費が無料になる訳ではあり
ませんのでご注意ください。
なお、ひとり親家庭等医療費助成制

度、心身障害者医療費助成制度の上記
対象年齢の方についても同様となります。
詳しい内容は、次のとおりです。

【助成対象者】宇陀市に住所を有する
中学校（若しくは中等教育学校の前期課程また
は特別支援学校の中学部）卒業までの方

【対象医療費】入院医療費（保険診療分）
※入院時の食事療養費や保険対象外の治療費な
どは、助成の対象になりません。

【申請方法】医療機関で、一旦、自己負担分をお
支払いされた後、必要書類を持参のうえ、下記
の申請先にて申請を行ってください。なお、医
療費が高額になる場合は、事前にご加入の保険
者に高額療養費の請求を行ってください。
受付後、約3ヶ月後にご指定の口座に助成金

が振り込まれます。
注）県内医療機関の場合、乳幼児医療、ひとり
親家庭等医療、心身障害者医療を現在受給され
ている方の手続きは不要です。

【必要書類】①医療機関発行の領収書　②健康保
険証（対象児童生徒）③印かん　④預金通帳
（助成金振込用）⑤高額療養費支給明細書（支
払った医療費に対して、加入している健康保険
から高額療養費が支給される場合）などの書類

【申請先＆問い合わせ先】
○保険年金課（182‐3672／IP188‐9086）
○大宇陀地域事務所（183‐2251／IP188‐9195）
○菟田野地域事務所（184‐2521／IP188‐9188）
○室生地域事務所（192‐2001／IP188‐9182）

ご存知ですか？　中学校卒業までの入院
医療費が全額助成されます

まもなく梅雨に入り雨が多くなる季節です。この時期は、地盤が緩み、土砂災害が発生しやすく
なります。被害を最小限に抑えるためにも、一人ひとりが気象情報に注意して、日頃から避難経路
や避難場所などを確認し、危険な前ぶれを感じたら、早めに避難するようにしましょう。

危機管理課（182-1304／ＩＰ188‐9070）

○がけから小石が落ちてくる。
○がけに亀裂が入る。
○がけからの水が濁る。

○地面にひび割れができる。
○沢や井戸の水が濁る。
○斜面から水がふき出す。

○山鳴りがする。
○雨が降り続いているのに、
川の水位が急に減り始める。
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【お知らせコーナー】

宇陀市ぬくもり修学奨励資金について

市では、経済的理由により修学困難な生徒に対
して修学奨励を図るため、高等学校や大学などに
入学した人に対して入学支度金「ぬくもり修学奨
励資金」を支給します。
【対象】次のすべての要件を満たす人
①学校教育法に規定する高等学校、高等専修学校、
高等専門学校、短期大学、大学に、平成24年
度に入学した人
②市内に住所がある人で、市民税非課税世帯であ
る人
③向学心に富み、将来のまちづくり活動に積極的
に取り組む意欲を持っている人

【支給金額】
高等学校、高等専修学校・ 6万円
高等専門学校　　　　・・12万円
大学（短期大学） ・・12万円
【申し込み方法】
申請書に必要事項を記入の上、添付書類を添え

て7月6日（金）までに、教育総務課へ提出
（添付書類）○各学校発行の在学証明書　○平成
24年度市民税非課税証明書（発行は6月11日
から）○住民票の写し（世帯全員）
※申請書は、教育総務課または、大宇陀・菟田
野・室生の地域事務所にあります。
教育総務課（182‐3973／ＩＰ188‐9259）

児童手当現況届を提出してください！

現在、児童手当を受給している人が6月以降も
引き続いて児童手当を受給するために、「児童手
当現況届」の提出が必要になります。
対象者には、5月下旬頃に現況届用紙を送付し

ますので、子ども支援課または大宇陀・菟田野・
室生の地域事務所に提出してください。
【提出期限】6月1日（金）～6月29日（金）※土・
日曜日を除く午前8時30分から午後5時15分まで
【必要なもの】○現況届用紙　○認印
○健康保険証（受給者本人のもの）の写し⇒厚生年
金・共済組合に加入者のみ必要です。宇陀市国民健
康保険加入者や年金未加入者は必要ありません。
○別居監護申立書（児童と別居している場合に必
要）⇒受給者が養育する18歳までの児童が市外
に居住している場合は、児童を含む世帯全員の住
民票（本籍・続柄の記載があるもの）を添付して
ください。
※平成24年1月1日現在で宇陀市に住民票がなか
った人は、平成24年度（平成23年分）の所得証
明書（児童手当用）を前住所地で取得して、現況
届と併せて提出してください。

◆平成24年6月分以降の児童手当については、次
を参照してください。

6月・10月・2月のそれぞれ15日（土・日曜日、
祝日の場合は、その前の平日）に、各月の前月分
までの手当を支給します。
※6月は、子ども手当2・3月分と児童手当4・5
月分を支給します。
詳しくは、下記まで問い合わせください。

【申請先＆問い合わせ先】
○子ども支援課（182‐2236／ＩＰ188‐9080）
○大宇陀地域事務所（183‐2251／IP188‐9195）
○菟田野地域事務所（184‐2521／IP188‐9188）
○室生地域事務所（192‐2001／IP188‐9182）

水道は、日常生活や経済活動を行う上での重
要な施設です。すべての人に良質で安全な水を
安定供給できるよう水道整備が求められ、とり
わけ災害に強い水道づくりが望まれています。
宇陀市においては、現在水道未普及地域解消

のため、水道整備を進めつつ、また安定給水の
ための工事を鋭意進めているところです。
こうした身近な水道について、皆さんにさら

に理解を深めつつ関心を持っていただくために、
例年この時期に水道週間が設けられ
ています。いつも使用している水道
について、この機会に考えてみては
いかがでしょう。
水道局（182‐2185／IP188‐9104）

月 日（金）～ 日（木）は
で す

今年の水道週間スローガン

第20回記念献能　 を開催します
阿紀神社能舞台

※雨天時は市文化会館に変更します。
◎チケットの購入方法等、詳しくは広報うだ5月号
26ページをご覧ください。
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25 広報うだ　2012.6

宇陀市農業委員会委員の任期が7月19日に満
了するため、7月8日に一般選挙を行います。
【告示日】7月1日（日）
【投票日】7月8日（日）
【開票日】7月8日（日）
【選挙による委員の定数】29人
【立候補予定者説明会】
日時：6月20日（水）午前10時
場所：市役所4階　大会議室
※立候補を予定する方、または関係者の方は
出席してください。

【立候補届出事前審査】
日時：6月26日（火）～27日（水）
場所：市役所3階　312会議室

【立候補届出受付】
日時：7月1日（日）午前8時30分～午後5時
場所：市役所4階　大会議室　

【投票のできる人】当市に住所がある満20歳以上
の人で次の①～③のいずれかに該当し、申請に
基づき農業委員会委員選挙人名簿に登録されて
いる人
①10アール以上の農地で耕作の業務を営む人
②耕作の業務を営む人の同居の親族又はその
配偶者で年間おおむね60日以上耕作に従事し
ていると農業委員会が認めた者
③耕作の業務を営む農業生産法人の組合員ま
たは社員

【投票所入場券】有権者の方に、7月2日以降に
発送します。
※立候補者が定数を超えず無投票となった場
合は発送はしません。

【期日前投票】
日時：7月2日（月）～7月7日（土）

午前8時30分～午後8時
場所：市役所1階　ふるさとテラス

【投票所】入場整理券発送時にご案内します。
市選挙管理委員会（総務課内）

（182‐1302／ＩＰ188‐9068）

農業委員会委員選挙ならびに立候補
予定者説明会のご案内

◎平成24年4月1日より農地法第3条による農地
の権利取得の際の別段の面積は10アールとなり
ました。
◆農地の転用は事前に許可を受けてください
農地転用するときは、農地法により事前に許可

を受ける必要があります。
転用には次のような許可申請が必要になります

ので、必ず事前に申請書を提出してください。
○農地の自己転用を行う場合・・・農地法第4条
○農地の所有権移転等と転用を同時に行う場合
・・・農地法第5条
許可を受けないで無断で農地を転用した場合

や、転用許可に係る事業計画どおりに転用してい
ない場合には、農地法に違反することとなり、工
事の中止や原状回復等の命令がされる場合があり
ます。また、違反転用や違反転用における原状回
復命令違反には3年以下の懲役または300万円以
下の罰金（法人は1億円以下の罰金）の罰則に処
せられます。
◆遊休農地を放置しないでください
遊休農地を放置しておくと、作付

けができなくなると同時にイノシ
シ・シカなどの寝床となり他の良好
な農地まで鳥獣害にさらされます。
また、雑草の繁茂により害虫や花粉症の発生源

となり、住環境にまで影響を与えるとともに周辺
の方々に迷惑がかかります。
農地の荒廃を防ぐためにも、少なくとも年2回

以上の草刈などの管理を行ってください。
農業委員会（182‐5781／ＩＰ188‐9089）

農業委員会からのお知らせ

こまどりケーブルに関するお問い合わせは
7

までご連絡ください。
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【お知らせコーナー】

市内の恵まれた緑あふれる自然環境を守り、環
境美化への意識の向上と住みよい街づくりを目指
し、6月の環境月間に伴って、次の日程のとおり
行います。皆さまのご協力をお願いします。
※雨天中止（小雨決行）

環境対策課（182‐2202／ＩＰ188‐9078）

市内統一環境美化運動「ごみゼロの日」
を自治会単位で実施します

宇陀市議会6月定例会のお知らせ

議会事務局（182‐5771／IP188‐9082）

宇陀市の経済活性化を図るため、市内で買い物ができる「ウッピー商品券」
により助成する次の新規事業ついて、7月2日（月）から申請受付が始まります。

［宇陀市産木材利用促進助成］
宇陀市で生産された木材利用を

促進するため、建築物等の工事に
宇陀市産木材を一定量以上利用す
る方を助成します。
農林課（182‐3679／ＩＰ188‐9090）

［住宅建築・リフォーム工事助成］
住宅投資の波及効果による市内経済の活性

化と、市民の居住環境の向上によって定住促
進を図るため、市内業者で住宅の建築又はリ
フォーム工事を行う方を助成します。
まちづくり支援課
（182‐3910／ＩＰ188‐9094）

［住宅用太陽光発電システム設置補助］
地球温暖化の防止及び環境保全意識の高揚

を図るため、自ら居住する住宅に太陽光発電
システムを設置した方を助成します。
環境対策課

（182‐2202／ＩＰ188‐9078）

［定住促進奨励金交付（拡充）］
宇陀市への定住化と自治会の活性化を図る

ため、平成23年度から実施している定住促進
奨励金制度について、交付対象者を「住宅取
得（新築及び購入）した全ての方（自治会加入
が必要）」まで拡充し、助成します。
まちづくり支援課

（182‐3910／ＩＰ188‐9094）
◆詳しくは、5月号広報（6・7ページ）をご確
認のうえ、担当課にお問い合せください。

平成24年7月から取り組む次の新規事業につ
きまして、事業を円滑に進めるため、市内業者
を対象とした説明会を開催いたします。
1．住宅建築・リフォーム工事助成
2．宇陀市産木材利用促進助成
3．住宅用太陽光発電システム設置補助

【日時】6月21日（木）午後7時から
【場所】市役所4階　大会議室
【対象】左記事業に関係する市内建築関係業者

まちづくり支援課
（182‐3910／ＩＰ188‐9094）
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毎月 と と に内容が更新されます

【お知らせコーナー】

◎問い合わせ電話番号について
市内には、市外局番が0743の地域と0745の地域が

あります。
※市外局番0743の地域の方は、市外局番が表記されて
いない場合は、市外局番0745をつける必要があります。

◆体操番組をリニューアルしました
午前8時（さわやかストレッチ）、午後2時（はじめてエアロ）、

午後9時（メタボ撃退エクササイズ）を新番組として放送します。
気軽に運動ができますので、健康増進のため、ご活用ください。

※開催日は26ページをご覧ください。
※番組表はすべて開始時間です。放送内容によっては、終了時
間が早くなる場合がありますが、次の番組開始までお知らせ（静
止画）が放送されます。また、番組内容及び放送時間は予告な
く変更される場合があります。ご了承ください。

自主放送スタジオ（182‐2497）

◆" "の運用を開始しました
5月1日からテロップによる緊急情報の放送を実施しています。
従来は、書画カメラで静止画放送に割り込む形で緊急情報を提

供していましたが、放送を止めずにテレビ画面下部にテロップを
流して緊急情報を提供することになりました。

放送内容は、火災の発生・気象警報の
発表・災害時の避難に関する情報などの
提供に使用します。
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神武天皇一行は、八咫烏
や た が ら す

の導きによって、
吉野を経て佐倉峠を越え、宇陀へ入ってきま
す。『古事記』では、「踏み穿

うか

ち越えて、宇陀
に幸でましき」、『日本書紀』では、「遂に菟

う

田
だの

下県
しもつこほり

に達る。因
よ

りて其の至りましし処を号
なづ

けて、菟
う

田
だ

の穿邑
うかちのむら

と曰
い

う。」とあります。『古
事記』と『日本書紀』では、内容が少々、異
なりますが、神武天皇一行は、まず、菟田下
県の穿邑というところに着いたことがわかり
ます。
菟田下県は、伊那佐山（榛原）と西山岳

（大宇陀）とを結ぶ東西ラインより南側、現
在の菟田野と大宇陀・榛原の南半分と考えら
れています。また、現在の地名の「宇賀

う か

志
し

」
は、穿邑の「穿

うかち

」に由来しています。
さて、神武天皇一行が着いた菟田下県には、
エウカシとオトウカシ（『古事記』では兄

え

宇
う

迦
か

斯
し

、弟
おと

宇
う

迦
か

斯
し

、『日本書紀』では兄猾、弟
猾）という豪族がいました。
『古事記』では、神武天皇は、八咫烏をエ

ウカシ・オトウカシの所へ派遣して、服従す
るように伝えたところ、オトウカシは、この
命令にすぐに従ったとあります。
一方、エウカシは鳴

なり

鏑
かぶら

という矢を撃って八
咫烏を追い返し、反撃の軍を編成しようとし
ましたが、人数が集まらず、神武天皇に従う
と偽りました。

『日本書紀』では、オトウカシは、神武天
皇の命令にすぐに従いましたが、エウカシは
従わなかったとあります。いきなり、宇陀へ
やって来て「従え！」とは少々、乱暴な行動
ですが、菟

う

田
だ

は神武天皇の勢力下に入ること
となりました。
神武天皇に反抗的なエウカシ。大殿

おお と の

という
大きな建物を建てて、その中に押機

お し

という罠
をつくりました。ここに神武天皇を誘き寄せ
て討つ計画です。この神武天皇討伐計画がオ
トウカシの知るところとなり、オトウカシは、
この計画を神武天皇に伝えま
した。オトウカシと神武天皇、
これからどうなっていくので
しょう。

空から見た「菟田下県」
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